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論 文
内
容 要
旨
 老化の組織変化として,諸搬器の退行変性ことに血管壁に起るそれがあげられているが,著者
 は組織老化の指標たり得るとされているアクリジン色素によつて発する二次螢光を検することに
 より血管に於ける硬化と老化の関係を検討したD
 実験材料・実験方法
 1)240～280撃の成熟ラツテにDOGA1π宴とシナホリン10家兎単位の注射と,1%
 食塩水の飲用により実験的高血圧を作成した場合の腎臓}心臓沿よび胸部大動脈を検した0
 2)生後3日以内の幼若ラツテ,220～2809の成熟雌ラツテ,及び生後2年前後で膣脂
 垢に周期的変化が認め巨)れなくなったラツテの5群について腎臓,心臓,胸部大動脈を検した0
 5)剖検例のうち5日オ台,60オ台むよび70オ台の3群の男屍体につき,冠動脈の標本を
 作成して検索した0
 4)50オ前後の女屍体で分娩歴の明かなものをえらび,子宮体部の動脈を検した。
 5)硬化を検するときはHaしe皿atoxylin-Eosi且染色お・よひEla8七ica-M&8son
 染色によった。
 6)老化齪ちこ次螢光所毘を得るためには1,0⊂10倍のa。ridineorage液にろ0秒染
 色し撃之を日本光学製の螢光顕徴鏡装握で接眼フィルター1・すイワキY4を使用し.て観察した。標
 本作成は3すべての被検組織につき自家螢光の存在しないことを確認したD
輿験成績
 イ)成熟ラツテにDOCAによる実験的高血圧を作成すると胸部大動脈には何等の変化も認めら
 れなかったが,腎球状動脈,心冠状動脈には硬化所児が認められた。後2者の二次螢光を検する
 にDOOA注射回数が少く,Haema七〇xylln一且osin,El改stloa-Ma8sOn染色で硬
 化所見を認めない群でも,二次螢光の長波長化即ち老化側への移動が認められた。胸部大動脈で
 は硬化の面で所見がないばかりでなぐ,二次螢光の面でも変化を認めなかったD
 2)ラツテ血管の経年変化を追及して行くに,未だ硬化の現れない成熟群でも二次螢光は幼若
 群よりも長波長側に移動するのが見られた。老化群になれば硬化所見も認められ,二次螢光は成
 熟群よりも一層長波長化の度力強まった。経年性の血管変化では,実験的高血圧のときとは趣を
初 一.
 異にし冠状動脈,胸部大動脈でこ次螢光の変化が著しく,腎球状動脈では変化が著しぐ・なかった。
 5)人剖検例では,同じくらいの年令であれば硬化所見のある冠状動脈は,そめない冠状動脈
 よりも二次螢光が長波長の側に傾いていた。冠状動脈の硬化している症例のみについてこ次螢光
 を.比較すると,年令の多いものの方がより長波長の二次螢光を呈した0
 4)子宮血管では一たひ妊娠するといわゆる妊娠性硬化が生ずる。同じくらいの年令の未妊婦
 と経産婦の子宮動脈につき,その二次螢光を比較するに,硬化のある経産婦の方がむしろ短波長
 色即ち若やいだ二次螢光を発することを認めた。分娩回数が多くても二次螢光に変化が左かつた。
結 論
 血管硬化と二次螢光から見た老化とは大体に於て同じ傾向で現われるが,常に必ずしも一致す
 るものではないことを知ったD実験高血圧では,硬化性変化が現われる前に二次螢光の変化が認
 められた。
 このことから,硬化をもつて全面的に老化を現わすものであるとすることは誤りであり,今後
 は,硬化と共に老化も平行して観察する必要があろう。
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 .審査結果の要旨
 現任老化の程度を現わす這当な尺度がないためか,血管硬化の有無および程度をもって老化状
 態を推定しているものが多い。然るに}本論文軌)著者も見ているように,女性は一度妊娠すると
 いわゆる妊娠性硬化が子宮やその他の性器に発現するけれども,この硬化は老化とは全く無関係
 に起っている。
 他方,著者の属する教室では組織の老化が研究され,aCridineorange染色したとき
 の二次螢光を検すれば}組織の経年変化従て老化をも知り得ることが判明している。
 著者は,この二:次螢光観察を入間または実験動物の血管について行い,硬化と老化との関係を
 追及している。
 なお,二次螢光はマ0,0GO倍のacridinθorange液に50秒浸漬染色したものにつき・
 日本光学製の顕微鏡'装置に接眼フィルターはイワキY4を使用して観察した。硬化はHaemat-
 oxyUne-EO8in染色ならびにE■a8七iCa-Masson染色を施して観察した。成績の概
 要は次の如くである。
 1)同年配の未妊婦と経産婦の子宮につき,それぞれ子宮体筋層の動脈を観察したところ,経
 産子宮では明かに妊娠硬化の所見を認めたが,両者のユ次螢光には差違がなかった。また経産
 回数の少ないものと多いものとの間でも二二次螢光に差違を示さなかった。
 2)剖検例につき,心動冠状動脈のこ次螢光および硬化所見とを比較するに,年齢層を同じく
 するものでは,冠動脈に硬化がある場合の方が,硬化のないものよりも二次螢光が老化側に傾く
 ことを認めた。冠動脈が同じように硬化してるグループでは,年齢が高くなるほどこ次螢光は老
 化側の色調を呈した。
 5)ラツテを幼若群,成熟群,老化群に分けて,二:次螢光および硬化を見るに,腎球状動脈や
 心臓冠状動脈や胸部大動脈では幼若群,成熟群とも硬化所見は認められなかったが,二次螢光は
 成熟群の方が幼若群よりも長い波長の色を呈し、老化側に移動するのが認められた。老化群では
 硬化が認められ、二次螢光は成熟群よりも更に老化側に傾くのが認められた。
 4)硬質コルチコイドおよび食塩水で実験的に動脈硬化をおこしたラツテでは,硬化像が明か
 になる以前に二次螢光が長波長側へ移動するのが認められた。
 以上の成績から,著者は二こ次螢光の変化は硬化所見よりも早く認められること7しかして硬化
 が必ずしも老化(二次螢光変化)と平行しないことを強調している。
 よって本論文犠学位を授与する価値あるものと認めろ。
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